
 

                                            

令和８年１月６日 

 

会 議 録 

 

 

審 議 会 等 の 名 称 令和７年度第１回函南町景観審議会 

庶務を担当する所属 建設経済部 都市計画課 

会 議 の 開 催 の 日 時 令和７年 12 月 16 日（火）午後２時から午後３時 40 分 

会 議 の 開 催 場 所 函南町役場４階 特別会議室 

出席者（職・氏名） 

函南町景観審議会委員 ９名 

会 長 伊藤光造 

副会長 仁科和晴 

委 員 田中三智子 棚井俊彦 柳本仁 佐野徹 

    菅野実 竹下宜宏 小永井博之 

建設経済部長 村上克司 

都 市 計 画 課 課 長  西川公次 

   課長補佐 佐野武将 

       係 長  吉田拓矢 

   主 査  江田朝夫 

   主 事  小鹿公克 

議 題 

(1)景観重要樹木の指定候補について（経過報告） 

(2)眺望地点の指定候補について 

(3)景観写真コンテスト優秀写真の選定 

(4)その他 

審 議 内 容 

 

(1)景観重要樹木の指定候補について（経過報告） 

事務局から景観重要樹木の指定候補である「柿沢川

沿いのかんなみの桜」について、河川管理者である県

とのこれまでの協議経過を主に報告した。 

審議会からは、景観法で景観重要樹木に指定されれ

ば、景観法における位置づけもできるため、より桜が

存続できる条件がしっかりする。 

そのため、今後指定に関して県や観光協会、あるい

はその他協力いただく団体との諸調整を今日の審議

会の意見を踏まえて進めていくよう意見があった。 

 

(2)眺望地点の指定候補について 

事務局から来年度、東部浄化センター多目的広場を

眺望地点として指定していきたいため、施設管理者で

ある県と協議を進めていきたい旨を説明した。 



審議会からは、富士山を望む場所が緑の芝生広場で

あり、緑あふれる函南町のイメージさせる景観である

とともに、函南町の良さをシンボライズする場所であ

ると考えられる。 

管理者である県に話をする際は、景観の担当課であ

る本庁の景観まちづくり課に、函南町として景観計画

に基づく事業であるため側面的に応援をいただく形

が良いかもしれない。 

また、三島市方向に排水機場が見えるが、眺望地点

に指定された場合は外壁を塗り替えるタイミングに

合わせて富士山の眺望をもう少し活かせるような色

彩、周辺に馴染む色彩、例えばベージュ系の色にして

もらうよう三島市に依頼してみてはどうかとの意見

があった。 

 

(3)景観写真コンテスト優秀写真の選定 

応募作品の中から最優秀賞、優秀賞、準優秀賞の３

作品を選定した。 

 

(4)その他 

事務局から令和６年度の景観審議会以降の軽井沢

地区における大規模太陽光発電事業の動きを説明し

た。 

 

 

 

備 考 傍聴者 １人 

 


